
Global e-Serviceの進化
　日立建機では、建設機械をご利用いただいているお客さまに、インター
ネットを通じて機械の稼働状況や保守情報を一括管理するシステム
「Global e-Service（以下、GeS）」を提供しています。GeSはメンテナンス情
報だけでなく、稼働中の機械のCO2排出量、アイドリング時間、燃料消費量
の管理情報など環境に関する情報もお客さまへフィードバックすることがで
き、お客さまの環境経営にも役立てることができるソリューションです。
　2000年から国内向けサービスを提供開始し、機器保守業務、アフター
サービス業務を支援する約90のアプリケーションを取り揃え、現在では全
世界で多くのお客さまにご利用いただいています。

　現在GeSは全世界で約43万台の機械に搭載され、日々膨大な情報のや
り取りがあります。GeSで対象とする業務領域のデジタル化が拡大・浸透す
る中、提供機能の多様化に加え、グローバル生産体制への対応やお客さま
からの要望の高度化により、オペレーションの複雑化が課題となっています。
　現中期経営計画期間における取り組みとして、バリューチェーン全体での
付加価値・利便性を最大化するため、GeSのモダナイゼーション※1を推進す
るとともに、GeSとDX基盤※2を相互に連携・強化することで、ユーザビリティ
の向上・DXによる価値向上・オープンイノベーションの創出をめざし、機器
保守、アフターサービス業務支援のデジタルプラットフォームとして進化させ
ていきます。

　これにより販売代理店がお客さまへ迅速にサービスを提供できる仕組
みづくりを加速させ、これまでGeSに点在していた各種機能や情報を集約
します。その結果、画面操作数の大幅削減や業務の動線の最適化を可能
にし、高効率なデジタルプラットフォームを提供することで、お客さまの満
足度向上につなげます。さらに、再生事業や中古車売買など新たな市場と
の連携や開拓、異業種パートナーとの協創により、新たな価値創出に取り
組みます。

※ 1  モダナイゼーション：古い IT資産（ハードウェアやソフトウェア）や開発手法を最新の製品や設計に置き換え
ること

※2  DX基盤：日立建機が提供するアプリケーションの開発効率の向上を目的に整備した開発共通基盤

DXをさらに加速させ、真のソリューションプロバイダーとしての成長をめざす
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